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130kDa

INSR

INSR; Insulin receptor; IR; CD antigen CD220
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	製品名: インスリンR（リン酸化Thr1375）ウサギポリクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	この受容体はインスリン様成長因子（IGF）と高い親和性で結合する。チロシンキナーゼ活性を有する。IGF I受容体は形質転換において重要な役割を果たしている。前駆体の切断によりαサブユニットとβサブユニットが生成される。ほとんどの悪性組織で過剰発現しており、細胞生存を促進することで抗アポトーシス剤として機能している。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシングを受けた転写バリアントが見つかっている。[RefSeq提供、2014年5月]
	研究分野
	アクチンダイナミクスの制御; インスリン受容体; AMPK; 接着結合
	画像データ
	

	IR（リン酸化Thr1375）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	IR（リン酸化Thr1375）抗体を用いたHepG2細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。

